
積極的疫学調査の重点化について

患者の重症化防止に力点を置いた積極的疫学調査へ切り替え

【令和４年１月２５日から当面の間】

濃厚接触者や感染経路を個々に把握して感染の連鎖を防ぐ

これまでの積極的疫学調査

オミクロン株の感染急拡大

○ 患者数の増大に伴い，濃厚接触者は勿論，

患者への対応が十分にできなくなる。

・ 新規患者への基本調査（優先入院度判断）

・ 自宅療養者の急変時対応

○ 高齢者施設等で発生するクラスターへの対

応ができなくなり，重症者が多発し，公衆衛生

及び医療への大きな脅威となる。

保健所業務のひっ迫

このままでは・・・

○ 感染経路不明の割合（現在，約60％）が増加

し，調査を徹底しても，感染の連鎖が遮断しが

たくなる。

○ 濃厚接触者の特定に遅れが生じ，従来株よ

りも潜伏期間が短いオミクロン株にあっては，

保健所が把握した時点で，既に発症している

濃厚接触者が多くなる。

積極的疫学調査の意義の低下



積極的疫学調査の重点化の概要
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●医療機関及び社会福祉施設

のみ感染源を推定
重症化リスクのある者が多数

感染対策がとりにくい集団

⇒ 感染拡大防止

【同居者】
●保健所から依頼
・外出自粛
・発症時の受診※

・家庭内感染対策を指導

【上記以外の者】
●患者本人から伝えてもらう
（濃厚接触者は保健所が特定）
・外出自粛
・発症時の受診※

※ 濃厚接触者特定時の検査なし

【医療機関及び社会福祉施設】
●従来どおり保健所が実施
・幅広く検査を依頼
・感染症医療支援チーム等
を派遣

【職場及び学校】
●職場又は学校が管理
・患者情報を受けて，接触者
の発症時の受診※を徹底

※ 感染拡大リスクに応じて

保健所から検査推奨
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患者全員に関与する保健所業務の合理化による患者の重症化防止
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現時点（積極疫学調査の重点化開始）

業務ひっ迫

積極的疫学調査

重点化

重症化リスクのある者が多数いる
医療機関や高齢者施設等への

クラスター対策

自宅療養者の
急変時対応

患者調査による
優先入院度判断

重症者が多発し，
医療への大きな
脅威となるのを防ぐ

積極的疫学調査の重点化により，保健所の関与が少なくなる部分（濃厚接触者対応，所
属先（職場，学校）の調査）については，県民の皆様のご理解・ご協力をお願いします。

重症化する患者
を逃さず適切に

医療につなげる
業務を維持

継続

振分け

23名（１/３）

1747名（１/10）

14051名（１/24）

7183名（１/17）


